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第18回通常総会　埼玉総会を盛大に挙行
厚労省水道課・清水さいたま市長ご臨席

さいたま市・川口市・越谷松伏市の青年部が活躍

～初の献血事業に96名の会員が参加～

　平成26年8月23日、
埼玉県さいたま市、浦和
ロイヤルパインズホテルに
て、全管連青年部協議会
第 18 回通常総会・研修
会・懇親会を、全国各地
からの青年部会員やご来
賓の方々の御臨席を賜
り、滞りなく開催されまし
たことを厚く御礼申し上げます。
　総会は中島会長の「追求　～高め合
おう～」のテーマについて挨拶を行った
後、平成 25 年度の事業報告と収支決
算報告・会計監査報告、役員補充選任、
平成 26 年度事業計画案・予算案の全
議案が議決承認されました。引き続き、
厚生労働省健康局水道課の堀内 靖康
課長補佐より、最近の水道行政と動向
を踏まえて、青年部協議会に激励を頂
きました。
　総会終了後、研修会に移りサッカー

解説者のセルジオ越後
氏による「人と人とのつ
ながりの大切さ」と題し
て講演を行いました｡
　その後の懇親会には、全管連会長・
埼玉県連の大澤規郎会長、清水勇人さ
いたま市長をはじめ多くの来賓の方々に
ご参加頂き、埼玉総会は終了となりまし
た。
　私たち青年部では、徳島総会からの熱
い愛と魂を受け継ぎ、「青年部らしい総
会」を目指し、1 年間準備をして参りま
した。当日は総会会場のスプリンクラー

誤作動もございましたが、1 年間大切
に保管してありました「黄金のパイレン」
を次年度開催地の青森県へ引き継ぐこ
とができました。初めての献血事業も多
くの会員の皆様のご協力を賜り、展示ブ
ースに協賛頂いたメーカー様や総会に
お力添え下さいました皆様、そして全管
連事務局の皆様には心より感謝申し上げます。
　大澤全管連会長のお膝元であります、盆栽とゆるきゃ
らと「竜神」のまち埼玉にて総会を開催させていただく
ことが長年の夢でもありましたので、懇親会最後の壇上
にて大澤会長とオール埼玉での乾杯は感極まるものがあ
り、瓶ビールの一気飲みまで準備して頂き最高の舞台と
なりました。
　青年部の県連組織が
ない埼玉で、オール埼玉
にて皆様をお迎えさせて
頂きました。交流のなか
った単組が、総会という
ひとつの目標に向かい一
致団結することができま
した。埼玉相互の絆と、
なによりも全国の会員の
皆様との絆を改めて確認

通常総会

黄金のパイレンで
青森へバトンタッチ

次年度は青森県で開催

清水さいたま市長

中島会長

堀内厚労省
課長補佐

セルジオ越後氏

全管連大澤会長
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　今月のアヒルのたまごはいかがでしたでしょうか？通常総会では、セルジオ越後氏による「人と人との大切
さ」の講演をして頂き、全国の仲間との絆の大切さを再認識する事が出来ました。来年の通常総会開催場所
の青森県へと黄金のパイレンの引き継ぎが行われ、来年に向けての通常総会が動き出しました。我々青年部
協議会も一丸となって走り出しましょう！ 佐藤義晴（総務副部会長）記後

集編

することができ、仲間
の暖かさとこの出会い
に感動いたしました。
今後も埼玉県青年部
を明るく、元気良く、
活性化させ、関東へ、
そして全国へアピール
していけるよう努力し
ていく所存です。
　最後にお忙しい
中ご臨席賜りました
ご来賓の皆様、全
国青年部会員の皆
様、賛助会員の皆
様、この総会にお力
添え下さいました全
ての 皆 様 のご健
勝、ご多幸をご祈
念申し上げ、埼玉
総会のご報告とさせて頂きます。本当に有難うございま
した。

さいたま市管工事業協同組合　青年部
第 18回通常総会実行委員長　大竹　亮

埼玉総会を終えて
　埼玉総会を終えて、この度とても貴重な経験を与えて
下さった皆様に川口市青年部を代表して心より感謝を申
し上げます。懇親会でも申し上げましたが、埼玉県は県
連ではなく4単組にて加盟をさせて頂いております。
今までは単組毎の付き合いは無く近くて遠い存在でした
が、本総会を機に仲儀会長の下結束する事が出来まし
た。今でも鮮明に覚えていますが、総会準備のため初め
て皆で顔合わせをした時のとても微妙な空気と探り合
い・・・。
ですが間もなく、意気投合し初日から大変な盛り上がり
でとても有意義で楽しい時間を過ごしました。
それからも定期的に事前打ち合わせを重ね、コミュニケ
ーションをとり、とても強固な絆を築く事が出来ました。
本会で得た経験と出会いを下に『Ａｌｌ埼玉』こと埼玉
県連青年部協議会の発足に向けて大きく一歩前進が出
来たと思います。次の目標に向け、これからも皆で協調
し良い関係を続けていけるよう微力ながら尽力して参りま
す。

川口市管工事業協同組合青年部部長　笛木　大

埼玉総会を振り返って
　埼玉総会を振り返り、当日は水に関わる私たちにぴっ

たりのトラブルに見舞われつつも迅速な対応と逆境をつ
かみのネタとして捉えるほどの柔軟な発想によって完璧で
はありませんでしたが最高の歓待ができたのではないか
と思います。今回の埼玉県での開催においてさいたま市、
川口市、そして越谷松伏の 3 つの単組は総会の開催が
決定になるまでほとんど交流がなく、総会開催に向け歩
み寄り、そして打解けることができたことがもう一つの大
きな収穫でした。手探りの状態から時間の制約等に追わ
れ、打合わせもままならない中で新たな関係を築き上げ
ていく勇気や、互いに信頼しあうことの大切さを学びまし

た。また、揃いのピンクの袢纏の背中に纏った絆という
1 文字が昨年度の徳島大会での PR 時に掲げた 1 つの
テーマでしたが、今にして思えば今後の自分たちを、埼
玉を、そして全国をつないでゆくための拠りどころとした
思いがあります。
　最後になりましたが、ご多忙の中ご参会いただきまし
たご来賓の皆様、又、賛助会員の皆様、全国の会員の
皆様の今後ますますのご発展とご健勝を御祈念申し上げ
まして、通常総会の報告とさせていただきます

越谷松伏管工事業協同組合青年部部長　鈴木　実

会　長 　中島　誠照 愛知県
副会長 　秋山　雅仁 岡山県
副会長 　田村　茂人 徳島県
総務部会長 　扇　　俊介 宮城県
事業部会長 　川又　健太郎 神奈川県
総務副部会長 　佐藤　義晴 栃木県
事業副部会長 　村上　竜馬 東京都
理　事 　川股　幸徳 北海道
　〃 ＊溝江　貴之 青森県
　〃 　鈴木　英樹 秋田県
　〃 　斎藤　洋也 山形県
　〃 ＊日下　貴博 福島県
　〃 　仲儀　公亮 埼玉県
　〃 　堀川　晃 新潟県

理　事 　佐藤　博一 京都府
　〃 　棚元　理人 富山県
　〃 　杉山　勤 和歌山県
　〃 　小林　弘幸 兵庫県
　〃 　山本　昌宏 広島県
　〃 　友澤　幹知 香川県
　〃 　日野　隆史 愛媛県
　〃 　西川　章仁 高知県
　〃 　髙田　挙 福岡県
　〃 　大仲　晴光 大分県
監　事 　積田　鉄也 埼玉県
　〃 　瀧島　康秀 東京都

＊は新任

通常総会事業 溝江貴之（青森）
広報関連事業Ⅰ 斉藤洋也（山形）、日下貴博（福島）、棚元理人（富山）、杉山勤（和歌山）、友澤幹知（高松）、　　

日野隆史（愛媛）、
会員交流事業 川股幸徳（北海道）、鈴木英樹（秋田）、西川章仁（高知）、高田挙（福岡）、大仲晴光（大分）
会員サービス事業 仲儀公亮（埼玉）、堀川晃（新潟）、佐藤博一（京都）、小林弘幸（兵庫）、山本昌宏（広島）

平成26年度担当分担

平成26年度役員

献血事業

世界に誇る「さいたま竜神祭り」

懇親会は埼玉のゆるきゃらも登場して賑わいを見せた さいたま・川口・越谷松伏青年部


